




レビューはこちら→

     

レビューはこちら→

     

レビューはこちら→

     

レビューはこちら→

     

レビューはこちら→

     

レビューはこちら→

     

レビューはこちら→

     

レビューはこちら→

     

美術史というと難解でとっつきにくい印象があるかも

しれませんが、 本書の内容は軽くないのに最後まで

読み易い構成です。

「日本人とは何であろう？日本文化とはなんであろうか？」

　中国人研究者が、 茶碗を頼りに新たな日中文化を

　描き出す。

天才の伝記は神話のようだ。 ボビー ・ フィッシャー

という天才チェスプレイヤーも、 やはり怒れる神のような

印象を持つだろう。

おもちゃを分解したときのワクワクした気持ちを

経験したことがあるなら、 きっとトーマスを少しは

理解できるに違いない。

電車の中では読んではならない、 前代未聞の科学書。

これまでの恐竜に関する本では、 あまり語られることの

　なかった思考実験も満載！

創薬、 特許、 健康への貢献、 そして、 薬禍。

サルファ剤には、 現代における薬剤開発の

光と影のすべてがあった。

世紀を超えて真実を探求する物理学と物理学者たちの

面白さを、 これほど手際よく書き上げた本をほかに

　知らない。 人間ドラマとして読んでも素晴らしい。

言語はどのように思考に影響を与えてきたのか。

推理小説を読むように言語学の歴史を振り返り、

研究の醍醐味が感じられる一冊です。

“脱力系講義”

『ヘンな日本美術史』
“文系的センス・オブ・ワンダー”

『中国と　茶碗と　日本と』

“クイーンを犠牲にした世界チャンピオン”

『完全なるチェス　天才ボビー・フィッシャーの生涯』
青銅器時代からの文明をめぐる旅

『ゼロからトースターを作ってみた』

“2013年のNo.1 でいいでしょ！”

『鳥類学者 無謀にも恐竜を語る』
“歴史を変えた魔法の弾丸”

『サルファ剤、忘れ去られた奇跡』

“2013年 2冊目のNo.1 でいいでしょ！”

『量子革命』
“ワインの海は牛の色”

『言語が違えば、世界も違って見えるわけ』


